
第 2 回 8/4（火）18:10～19:30 第 3 回 9/1（火）18:10～19:30

すべての回で申込者にはアーカイブ配信が
あります。（各回終了後1週間視聴可能）
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〒607-8175 京都市山科区大宅山田町34
E-mail: aca-nm@tachibana-u.ac.jp京都橘大学 看護・医療系事務課お問い合わせ先

https://eventpay.jp/event_info?shop_code=0336049181233991&EventCode=C178292836

●複数人でご視聴希望の場合は1名ずつお申込みください。 ●受講には、インターネット環境が必要です。ご視聴いただく際の通信料は受講者様のご負担となります。パソコン・タブレット等、
安定した通信環境でのご利用を推奨します。 ●受講申込時のシステム利用料は、受講者様のご負担となります。 ●受講証明書は、お申込みいただいたお名前で発行いたします（希望者のみ）。 
●諸事情により、講演内容・講師は予告なく変更となる場合がございます。また、いかなる場合も返金の対象となりません。あらかじめご了承ください。 ●ご自身の通信環境や機器のトラブル、
Zoom操作に関する問い合わせについては対応いたしかねます。 ●外部システムによるご入金になりますので、領収書の発行はいたしかねます。お支払の際の支払明細をご確認ください。

注 意 事 項

3,000円 ※申し込みにあたり別途システム利用料220円（消費税込）が
必要です。

申込方法

受 講 料

こちらの専用フォームからお申込みください。

今年のリカレント講座は3回一括申込のみです。 申込締切 6/30（火）

臨床と教育の壁を越え、“しょうがないで諦めない”を信
念に突き進み、NPOや市民公開講座の立ち上げ、メディ
ア連携を通じ、女性の健康を守る挑戦を続けています。

看護は社会を変えられるのか
－女性の健康支援から考える
“現場発”のイノベーションー

講師｜長坂 桂子 先生
 京都橘大学 看護学部看護学科 准教授

臨床、コンサルタント、そして起業家という多彩な
キャリアから、看護のもつ可能性を考えます。

DX時代における
看護とキャリア

講師｜澤田 優香 先生
 OPERe 代表取締役

総合病院に勤務する傍ら、国際支援やアートに関わ
る活動を続けてきた経験がどうやって“いま”へつ
ながったのか、地域での活動を共有します。

医療から地域づくりへ
多様なひとびとが安心して
暮らせる地域の“居場所”とは？

講師｜上野 まき子 先生
 奏でるケア（保健師、助産師、看護師、公認心理師）

6/1（月）
から

事前申込制

申込受付日
全 3 回
オンライン
開催

オンライン講座（Zoom使用）
講師とモデレーターの対話形式
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第 1 回 7/7（火）18:10～19:30

定員100名※先着順

看護リカレント講座特別企画のご案内看護リカレント講座特別企画のご案内
受講された皆さまへ、特別な機会をご用意いたします。清水寺執事・
京都橘大学客員教授 森 清顕師による講和と、清水寺特別拝観を実施予定です。

森師が説かれる「観力」－
それは、目に見えるものを超えて、相手の苦しみや背景に心を向け、行動へとつ
なぐ力。日々、他者によりそい続ける看護職だからこそ、あらためて自らを整え、
深める時間となるでしょう。忙しい日常から一歩離れ、心をほどき、看護の原点
に立ち返るひとときをお届けします。

※清水寺にて2026年12月5日（土）17時45分～（予定）に開催しますが、詳細は、受講者の皆さまへ後日ご案内いたします。

受講された皆さまへ、特別な機会をご用意いたします。清水寺執事・
京都橘大学客員教授 森 清顕師による講和と、清水寺特別拝観を実施予定です。
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それは、目に見えるものを超えて、相手の苦しみや背景に心を向け、行動へとつ
なぐ力。日々、他者によりそい続ける看護職だからこそ、あらためて自らを整え、
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写真提供：清水寺写真提供：清水寺


